
☆協定加盟事業所からの事業所紹介 

東海ノア協定加盟事業所間の相互理解を図ることを目的に、安全活動への

取組み状況等について加盟事業所からの紹介記事を掲載します。 
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『わが社の安全の取り組みと教育』 

株式会社ジェー・シー・オー 東海事業所 

 

平成１１年９月の弊社臨界事故では、周辺住民の皆様をはじめ多くの方々に、

多大なご迷惑とご心配をおかけいたしました。心よりお詫び申し上げます。また、

東海ノア協定加盟事業所の方々には、事故直後から多大なご支援とご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。 

弊社は、平成１２年２月、事故後の弊社のあり方を示した「企業行動計画」を

策定し公表しました。また、安全を第一に作業を進めるための行動指針を、「絶

対安全、絶対無事故」「基本を大切に、基本を守る」と定めました。これらを必

ず守り、安全と安心を確保し、失った信用を回復出来るよう日々努力を重ねてお

ります。 

弊社は平成１５年４月にウラン再転換事業の再開を断念し、現在も引き続き、

低レベル放射性廃棄物の適切な保管管理、施設の安全な維持管理、不要設備の撤

去工事、施設の放射線管理区域解除工事などの取り組みを行っています。 

安全衛生管理は、総括安全衛生管理者（社長）をトップとする各ラインによる

管理を基本に、安全管理グループ長がラインへの機能的指示・援助を担当してい

ます。また、安全衛生委員会がこの中心的な役割を担っています。 

安全衛生委員会では、年末までに、その年の安全衛生活動の総括を行ったうえ

で次年の安全衛生管理計画を策定し、社長が年初の朝礼で周知します。ちなみに

本年の基本方針は、『ラインによる安全管理の徹底と協力会社も含めたコミュニ

ケーションの活性化を図り、重点志向で重篤災害リスクの低減を目指そう』です。 

安全衛生計画は、各グループ内でブレークダウンされ、年間スケジュールに沿

って取り組むほか、随時他社の災害事例等に基づく水平展開、チェックなどを行

います。安全教育は、全従業員もしくは放射線業務従事者を対象とした、臨界管

理、汚染管理、被ばく管理、核物質防護、防火管理、リスクマネジメント、倫理

教育などの教育を定期的に行っています。教育終了後は、受講者の理解度を確認

するためのテストを行い、結果を次回以降の教育内容に反映させるようにして

います。 

また、労働安全衛生マネジメントシステム(ＯＳＨＭＳ)を導入し、リスクの抽

出・対策計画・実施・確認を行い、本質安全化を目指してリスクの削減・低減を

計っています。 



知識だけではなく、実体験に近い学びを意識し、社員には現場で起こる労働災

害を疑似体験できる装置を利用した体感型研修、ひたちなかの安全運転中央研

修所の安全運転研修を全員の受講を義務付けております。 

最後に、現在弊社は、生産活動は行っておりませんが、安全を第一に、与えら

れた役割を真摯に確実に果たすべく、全従業員が意識の高揚を計りながら、日々

の作業を行っています。今後とも、地域の皆様ならびに東海ノア協定加盟事業所

の方々のご理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

（問合せ先）東海事業所 総務グループ 
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